
現在の研究テーマと内容

大学における日本語アカデミック・ライティングやプレゼンテーション指導を通じ、思考を深化さ

せる方策、さらにはそれを生かした指導法の開発・実践に取り組んでいます。例えば、ライティング

指導の場合、日本語表現や論理構成に目が行きがちですが、それ以前に、その内容の深さが問われま

す。特に研究者にとっては既知の情報（知識）を再構成し新たな情報として発信する営み、つまり思

考を深化させることがより重要になってきます。思考を深化させる手だてとして、最近、研究テーマ

としているのが「対話」です。古代ギリシャのプラトンからグライス, P. といった現代哲学者（言語

哲学）の言説を中心に、効果的指導につながる対話の構造を探っています。その過程においては、脳

科学、認知心理学、精神医学、社会学といった分野にも足を踏み、試行錯誤を続けているところです。
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本学には2018年度に「アカデミックスキルラボ」が開設され、分野を問わずライティングやプレ

ゼンテーションを中心に対話的な指導を行っています。指導がめざすのは、書く力、話す力だけで

なく、その大本となる「自ら考える力」の涵養です。これは、研究者であれ社会人であれ、最も求

められる能力でるといえるでしょう。主体的に学びに向かうためにも、ぜひラボをお訪ね下さい。
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